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DNAマーカーを用いてにら育種を効率化しています！ 
本県のニラは全国 2 位の生産量で、年間 52 億

円（平成 24 年）を産出する重要品目であるため、

栃木農試ではニラの新品種開発に取り組んでいま

す。ニラは、交配しても数％の個体にしか父親の

遺伝子が伝わらず、残りの個体は母親と全く同じ

遺伝子型となります。この性質を単為生殖性とい

い、父親の遺伝子が伝わる確率（交雑率）は交配

に用いる母親によって異なります。この単為生殖

性は、種子生産を行うには都合の良い性質ですが、

交配しても得られる個体のほとんどが母親と同じ

遺伝子型となるため、新品種を開発するには不都

合な性質です。 
当場では、これまでの研究から、単為生殖性を

持たない（両性生殖性）ニラの開発に成功し、単

為生殖性か両性生殖性かを識別する DNA マーカ

ーを開発しました。そして、両性生殖性ニラを母

親として交配し、得られた個体の生殖性を DNA
マーカーで識別して、単為生殖性個体を新品種候

補、両性生殖性個体を次の母親候補とする、ニラ

では画期的な育種システムを確立しました（図 1）。
これにより、交配によるバリエーションが飛躍的

に拡大し、新品種開発が大幅に加速化されます。 
今年度は、昨年度交配した 15 組合せ 637 個体

について、単為生殖性か両性生殖性かを DNA マ

ーカーを用いて識別しました（図 2）。その結果、

400 個体（63%）が単為生殖性と判定されました。

この中から近い将来、新品種が登場するかもしれ

ません。        （生物工学研究室） 
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図 1 従来のニラ育種と画期的なニラ育種システムの比較 

図 2 DNAマーカーを用いたニラの生殖性識別 
※バンドが確認された個体は単為生殖性 

http://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/index.html


- 2 - 

 
なし「にっこり」の果実生理障害は 
遮光率の高い果実袋で軽減できる！ 

地球温暖化に伴う気候変動に起因すると考え

られる、なし「にっこり」の果実生理障害（水

浸状果肉障害）が問題となっています。重度の

障害果は販売することができないため、農家経

営に大きな影響を及ぼします。 
水浸状果肉障害の発生要因は夏期の高温・乾

燥で、特に果実温が高まると発生が助長される

ことがわかりました。そこで、発生軽減対策と

して７月（満開後９０日）から収穫時まで遮光

率の異なる果実袋をかけ障害果の発生を調査し

ました。 
遮光率の高い果実袋は、果実の温度変化が小

さく水浸状果肉障害の発生を軽減できます（図

１）。また、果実袋をかけても果実品質には影

響がありません（表１）。なお、一般的に障害

果の発生が多い園は、土壌環境が悪いことが多

いため、基本に立ち返り土づくりを実施し、樹

が 健 全 に 生 育 で き る よ う に す る こ と が 重 要 で

す。             （果樹研究室） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「根圏制御栽培現地研究会」を開催しました 
８月１日、当場において標記研修会を開催し

ました。今年度から開始した「攻めの農林水産

業の実現に向けた革新的技術展開事業」の一環

として実施したものです。根圏制御栽培法実証

グループ共同研究機関、根圏制御栽培法導入者、

関係試験研究機関、普及指導機関等約 80名が参

加しました。根圏制御栽培法に関する試験研究

発表や試験ほ場調査を行い、活発な意見交換が

なされました。        （果樹研究室） 

研究成果  

表1　遮光率の異なる果実袋別の収穫時果実品質

収穫盛 果重 糖度 硬度

月/日 g Brix lbs
99.3%遮光袋 10/20 790 11.9 4.3
84.2%遮光袋 10/20 814 11.8 4.2
66.8%遮光袋 10/20 756 12.3 4.5
54.9%遮光袋 10/20 804 12.0 4.3
無処理 10/20 861 12.1 4.2

処理内容

写真１ 水浸状果肉障害 

写真２ 袋かけの様子 

トピックス      
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いちごをめぐる６次産業化 

いちごの６次産業化で代表的な事例のひとつ

にジャム加工があげられます。県内には、果樹

生産者が自社の加工所でいちごジャム加工を行

っている事例があります。加工所を有する果樹

生産者がいちごジャムを製造するメリットとし

ては、ジャムの種類を増やすことができ、果樹

を利用した商品とセットで販売ができるように

なります。また、果樹の原料が入手出来ない時

期にいちごの原料が入手可能なため、加工所の

稼働率も高められることから、経営全体の中で

有効な方策であると考えられます。一方、いち

ご生産者は身近に加工の委託先を得られるメリ

ットがあります。 
今回は、加工所を有する果樹生産者２事例の

ジャム製造原価を調査しました。果樹の加工品

としては、ブルーベリー、りんご、すももなど

を原料としたジャムの製造を行っています。 
Ａ経営体は、既存の建物を改修し加工所とし

て事業を開始しました。いちごジャムの特徴は

果実の形が残るプレザーブタイプで、パッケー

ジは贈答用を意識した洗練されたデザインとな

っており、容量は 150g です。１瓶あたりの利益

率は 23.2％でした。 
Ｂ経営体は、昭和 62 年より加工に取り組んで

おり、建物、機器などの減価償却は終了してい

ます。いちごジャムの特徴は果実の形を残さな

いジャムで容量は 300g と 160g の２種を製造し

ていますが、販売の中心は 300g で果実のたっぷ

り入った商品です。１瓶あたりの製造原価等の

試算は 300g の瓶で算出し、利益率は 29.6％でし

た。 
今後は、６次産業化の事例調査をもとに６次

産業化が面的に拡大する方策の提言を行ってい

きます。   （いちご研究所 企画調査担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

えだまめの品種選定試験を行っています 

本県産のえだまめは、高根沢町を中心に約

16ha 栽培されています。食味が良好で高品質な

ことから市場評価が高い一方で、生産量が少な

く市場の要望に応じきれていません。また最近

では、えだまめの品種は多様化し、３粒莢の割

合が高い、食味に優れるといった優良な形質を

持った品種が数多く登場しています。そこで、

本県の産地における生産性と市場性の向上を図

るため、高品質で収量性の高い品種の選定を行

っています。 
播種時期を５月上旬および６月上旬に設定し、

計７品種の収量、品質、食味について調査を行

います。           （野菜研究室） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

 

  

試験の紹介  

表 ジャムの製造原価等の試算 

成果の速報  

写真 試験ほ場の様子 写真 調査したエダマメ 

※１瓶あたりで示す。 

単位：円/瓶
Ａ経営体 Ｂ経営体

販 売 価 格 Ａ 500 525
製　造　原　価　Ｂ 309 291

材料費、労務費等 219 291
減価償却費 90 －

販売手数料　Ｃ 75 79
利 益 D（Ａ－Ｂ－Ｃ） 116 155
利 益 率 （Ｄ／Ａ） 23.2% 29.6%

項目

内

訳
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イチゴ萎黄病新系統に対する 

新たな耐病性素材の探索 
イチゴ萎黄病は、フザリウム菌による土壌病

害で、いちごの株を萎凋・枯死させる最重要病

害です。 

当場では、耐病性品種の育成に取り組み、ス

カイベリーを育成しました。 

しかし、県内から採取した萎黄病菌を接種す

る試験において、スカイベリーや萎黄病耐病性

遺伝子を持つアスカウェイブが萎凋・枯死する

結果が得られたため、新しい系統の萎黄病菌の

存在が示唆されました。 

そこで、耐病性育種の効率化を図ることを目

的に、新系統の萎黄病菌に対するいちごの品種

及び系統の耐病性を比較検討しています。 

           （病理昆虫研究室） 

 
 

第 31回公開デーを開催しました 
８月２３日、公開デーを開催しました。 

通常の研究成果展示やイベントに加え、今年

の目玉は、農業にまつわる豆知識を発表する「ミ

ニセミナー」や、普段は入れない試験場のバッ

クヤードを見学できる「農業試験場探検ツアー」

などの新企画の登場でした。 

危ぶまれた天気も持ちこたえ、昨年同様 2000

名の方に御来場いただき、盛大な催しとするこ

とができました。   （公開デー実行委員会） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試験の紹介  

写真 接種試験に供試する品種・系統 
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皆様の声をお聞かせ下さい!! 

トピックス      

ミニセミナーの様子 

田んぼの生き物探検隊 

探検ツアー 

「ビール麦研究室を探検しよう」 

ＤＮＡ抽出体験 

なし新品種「おりひめ」試食と 
ふれあい広場の様子 

とちまるくん 
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